
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・WEB】

福岡市　市長室　広聴課

２．第５回調査の概要

５７６人

８５．５％

①「水道水への意識や水道事業に対する満足度」について

②「『食』の安全・安心」について

③「図書館の利用」について

④「福岡市の行政運営の取り組み」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

令和４年度  市政アンケート調査
第５回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６８２人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和４年４月７日から令和５年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和４年９月２２日から１０月６日まで

（２）調査対象者数 ６７４人



≪節水をどの程度心がけているか≫

≪水道水の安全性について ≪現在の水道事業に満足しているか≫
どのように感じているか≫

≪水道事業について、今後重点的に取り組んでほしいこと≫

①「水道水への意識や水道事業に対する満足度」について（N=576）

満足
25.9%

どちらかといえば

満足
59.4%

どちらかといえば

不満
4.2%

不満
0.9%

わからない
9.2%

無回答
0.5%

『満足』
85.3%

常に

心がけている
32.1%

どちらかといえば

心がけている
59.0%

どちらかといえば

心がけていない
6.9%

全く

心がけていない
1.7%

無回答
0.2%

『心がけている』
91.1%

『心がけている』と回答した方

が、91.1％となりました。

安心
42.4%

どちらかといえば

不安
11.5%

不安
1.2%

無回答
0.7%

『安心』
86.7%

74.7

53.3

36.8

36.1

27.1

19.4

11.8

9.9

9.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道水の安定供給

災害対策の強化

「安全でおいしい水道水」の供給

渇水に強い都市づくりの推進

水源における良質な水の確保

節水型都市づくりの推進

水道水に対する安心の向上

環境保全の推進

「フレッシュな水道水」の供給

その他
回答は３つまで

どちらかといえば

安心

44.3%

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『安心』＝「安心」＋「どちらかといえば安心」



②「『食』の安全・安心」について（N=576）

 ≪「食」の安全・安心についてどのように感じているか≫

 

≪「食」の安全について不安に感じていること≫

「表示の偽装」が47.6%と最も多く、次いで「食品添加物」が44.4%、「食中毒」が41.5%となりました。
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6.1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

表示の偽装

食品添加物

食中毒

輸入食品

不衛生な飲食店・販売店

農薬や動物用医薬品などの食品への残留

遺伝子組み換え食品

生または加熱不十分な肉料理

アレルギー物質

その他

特にない 回答は３つまで
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18～29歳
(n=75)

30代
(n=100)   

40代
(n=112) 

50代
(n=101)  

60代
(n=78)  

70歳以上
(n=110)

安心 不安どちらかといえば安心 どちらかといえば不安どちらともいえない 無回答

安心
16.0%

どちらかといえば

安心
54.0%

どちらともいえない
20.5%

どちらかといえば

不安
8.2%

不安
0.9% 無回答

0.5%

『安心』

70.0％



 ≪食品関連事業者（生産者、製造者、販売者、飲食店など）に強く希望すること≫

 

 ≪「食」の安全確保のため、福岡市にさらに力を入れてほしいこと≫

「適正な表示」が69.6%と最も多く、次いで「食品取り扱い施設における衛生管理の徹底」が63.7%、「より安

全な食品の生産・製造」が47.7％となりました。

「食品製造業者、食品流通業者、飲食店、販売店への監視・指導」が64.8%と最も多く、次いで「わかりや

すく適切な表示の指導」が50.7%、「輸入食品の監視」が45.7%となりました。

69.6

63.7

47.7

30.7

23.3

18.8

10.2

8.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適正な表示

食品取り扱い施設における衛生管理の徹底

より安全な食品の生産・製造

正確で積極的な情報提供

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施

生産物や製品の品質の向上

消費者の意見やニーズの積極的な取り入れ

相談・苦情への適切な対応や説明

その他 回答は３つまで

64.8

50.7

45.7

26.0

22.4

22.4

21.7

16.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品製造業者、食品流通業者、飲食店、販売店への

監視・指導

わかりやすく適切な表示の指導

輸入食品の監視

食中毒への適切な対応

福岡市独自のより厳しい安全基準の設定

食品の安全性に関するリスクコミュニケーション

食品の安全性に関する調査研究

消費者に対する啓発や情報の提供

その他 回答は３つまで

※ HACCP（ハサップ）：

安全な製品を作るために、製造の工程

ごとに継続して監視・記録を行う国際的

な食品衛生管理の手法のこと。

※



③「図書館の利用」について（N=576）

≪１か月に読む本の平均冊数≫ 

≪２～３年前と比べた１日の読書時間の変化≫

≪読書をする時間が減った理由≫（n=280）

月に１０冊以上
3.5%

月に５冊～９冊
3.6%

月に３冊～４冊
7.6%

月に１冊～２冊
27.4%

年に数冊程度
37.7%

まったく

読まない
19.6%

無回答
0.5%

『年に数冊以上』と回答した方は

79.8％となりました。

47.9

43.6

34.3

33.9

18.9

10.7

11.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間がない

字が見えづらくなった

他にしたいことがある

本以外から十分に情報を得られる

本を読むのが面倒

読みたい本がない

その他

特にない
複数回答

増えた
8.7%

変わらない
41.3%

減った
48.6%

無回答
1.4%

※このアンケートでは「本」に

電子書籍は含みますが、漫画、

雑誌は含まないものとします。

『年に数冊以上』
79.8%

増えた 変わらない 減った 無回答
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34.6
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62.7

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

（N＝576）

１８～２９歳
(n=75)

３０代

(n=100)

４０代

(n=112) 

５０代

(n=101)

６０代

(n=78) 

７０歳以上
(n=110) 



≪どのような方法で、読むための本を入手しているか≫ 

≪過去１年間に福岡市内の図書館をどのくらい利用したか≫

≪福岡市の図書館がどのような図書館であれば、いま以上に利用したいと思うか≫

週に１回以上
2.4% 月に１回程度

7.3%

年に数回程度
13.4%

年に１回
6.1%

全く利用しなかった
70.1%

無回答
0.7%

『年に１回以上』利用したと回答

した方は29.2％となりました。

49.8

39.6

35.9

32.3

29.9

29.2

28.3

19.1

13.5

12.7

12.5

11.8

3.1

6.8

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本の種類や数が充実している

本の貸出・返却拠点の場所が便利

雰囲気や居心地がよい

借りたい本をすぐ借りられる

カフェなどが併設されている

本の貸出し手続が簡単

駐車場が十分にある

無料のＷｉ－Ｆｉが利用できる

調べものサービスが充実している

閉館時も予約した本を受け取れる

ＣＤやＤＶＤが充実している

おすすめ本紹介などの情報が豊富

イベントを定期的に実施している

その他

特にない
回答は５つまで

「本の種類や数が充実している」

と回答した方が49.8％と最も多

く、次いで「本の貸出・返却拠点の

場所が便利」が39.6％、「雰囲気

や居心地がよい」が35.9％となり

ました。

『年に1回以上』
29.2%

73.4

29.7

24.3

21.7

13.7

8.2

5.0

4.7

1.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店頭で購入

紙の本を通信販売で購入

公立の図書館や図書室を利用

電子書籍を購入

人から借りる、もらう

無料の小説投稿サイトなどを利用

ブックカフェなどを利用

定額制サービスを利用

その他

本は読まない
複数回答



④「福岡市の行政運営の取り組み」について　（N=576）

≪福岡市政への信頼度≫（13年間の推移）

　※「わからない」「無回答」：省略　　

≪「効果的・効率的な行政運営」の取り組みについての満足度・重要度≫

（％）

『満足』・『重要である』 わからない・無回答『不満』・『重要ではない』

満足度は「市民とのコミュニケーション推進と区役所等のサービス拡充」が60.8%と最も高く、次いで「行政

手続きのデジタル化・オンライン化」が56.1%でした。重要度は「市民とのコミュニケーション推進と区役所

等のサービス拡充」が84.4%と最も高く、次いで「変化に柔軟に適応する組織づくり」が82.6%となりました。
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満足度
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重要度

満足度

重要度

41.0
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23.2 20.2
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18.8 18.0 
11.6 12.6 9.7 9.2 10.3

6.0 7.6 6.2
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『信頼できる』 『信頼できない』

行政手続きのデジタル化・オンライン化

AIやIoTなど先進技術の活用

市民とのコミュニケーション推進と区役所等のサービス拡充

市民や企業などとの共働・連携

変化に柔軟に適応する組織づくり
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